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は じめ に

鹿 児 島 県 に は南 北500kmに わた って 、200以 上 の 島々 が あ る。そ の う

ち奄 美 群 島は 温 暖多 雨 な亜 熱 帯海 洋 性 気 候 で 、水 稲 を 除 く多様 な作 物

が栽 培 され て お り、最 近 は 肉用 牛 の生 産 も増加 して い る。 各 島 と もサ

トウキ ビの 栽 培 面積 が最 も多 い が 、 そ の生 産性 は低 い。 近 年 は サ トウ

キ ビを基 幹 作 物 と しな が ら、 野菜 、花 き、 果樹 な どの 園芸 作物 と肉用

牛 を組 み合 わせ た複 合 経 営 な ど、島 ご と

に特 色 あ る農 業 が展 開 され て い る。また 、

台 風 や 干 ば つ の被 害 を受 け る年 も多 い

こ とか ら、畑 地 か ん がい施 設 な どの整 備

も進 め られ てい る。今 後 は、サ トウキ ビ

の安 定 的 な生 産 体制 を維 持 しなが ら、亜

熱 帯 性 気 候 を生 か した 競 争 力 の あ る農

業 産 地 を 島 ご とに確 立 して い く こ とが

重要 で あ る。 ここで は 、奄 美 群 島 にお け

る農 業 の 現 状 と将 来 展 望 に つ い て 述 べ

る。

1.奄 美 群 島の 地理 的位 置 と市 町村 の人

第1図 鹿 児 島 県 の島嶼
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口動 態

鹿 児 島 県 は 南 北 に 約600kmで 、そ の うち200以 上 の 島 々 か らな る 島

嶼域(甑 島 を 除 く)は 北 緯27° か ら31° に 分 布 し、 南 北 に500kmの 距

離 が あ る(第1図)。 第1図 の 点 線 で 囲 ん だ 奄 美 群 島(奄 美 地 域)は 鹿

児 島 県島嶼 域 の 約 半 分 を 占 め る。 大 島 本 島 は名 瀬 市 を は じ め1市3町

3村 、 喜 界 島 は1町 、 徳 之 島 は3町 、 沖 永 良部 島 は2町 、 与 論 島 は1

町 で あ る。 そ れ ら の うち 最 南 端 の 与 論 島 は 沖 縄 か らわ ず か20数kmの

距 離 に あ り、 奄 美 地 域 は 台 湾 か ら 沖 縄 に か け て の 文 化 や 産 業 の 影 響 を

強 く受 け て い る 地 域 で あ る。

第1表 奄美群島各市町村の人口 の推移(昭 和55年 ～平成12年)

全体に対
市町村 S.55 S.60 H.2 H.7 H.12 する割合

(、H12)

名瀬市 49021 49765 46306 44343 43015 32.5

大和村 2509 2419 2251 2092 2104 1.6

宇検村 2594 2473 2492 2424 2243 1.7

瀬戸内町 14309 13269 12566 12017 11649 8.8

住用村 2113 2039 1925 1901 1906 1.4

龍郷町 6136 6183 5967 5889 6002 4.5

笠利町 8918 8651 7795 7166 6977 5.3

喜界町 11169 10591 9641 9268 9041 6.8

徳之島町 15553 15321 14536 13640 13127 9.9

天城町 8775 8485 7874 7365 7212 5.5

伊仙町 10318 9826 8821 8151 7769 5.9

和泊町 8932 8653 8188 7869 7736 5.8

知名町 8407 8165 7768 7456 7435 5.6

与論島 7320 7222 6704 6210 6099 4.6

奄美群島計 156074 153062 142834 135791 132315 100.0

奄 美 群 島 内各 市 町村 の人 口の推移 をみ る と(第1表)、 いず れ の 市町

村 で も減 少 し続

け て お り、 奄 美

群 島 全 体 の 平 成

12年 の 人 口は 昭

和55年 に 比 べ て

15.3%も 減 少 し

て い る 。 奄 美 群

島 内 の 市 町 村 で

は 、 名 瀬 市 の 人

口 が 全 体 の

屋久島

名瀬

沖永良部

与論

鹿児島

第2図 奄美群 島各地域 の気温の推移
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32.5%を 占 め て お り、 そ の 他 の 町 村 の 人 口 は 全 体 の10%以 下 で あ り、 最

も事 項 が 少 な い の は 住 用 村 の 約2,000人(1.4%)で あ る。

2.奄 美 群 島 の 気 象 条 件

奄 美 地 域

は 動 植 物 地

理 学 的 に み

て も独 特 の

区 域 で あ り、

多 様 な 動 植

物 が 分 布 し

て い る。 気

象 条 件 は 温

暖 な 亜 熱 帯 気

候 で あ るが 、

島 に よ っ て 気

象 条 件 が 異 な

る。

奄 美 群 島 各 地

域 の 気 象 条 件

に つ い て 、 屋

久 島 お よ

び 鹿 児 島

と 比 較 し

な が ら 述

べ る 。 ま

ず 、 気 温

は(第2

図)、 夏 季

は 島 に よ

る 差 は 小

さ い が 、

屋久島

名瀬

沖永良部

与論

鹿児島

第3図 奄美群 島各地域 の降雨量の推移

屋久島
名瀬
沖永良部
鹿児島

第4図 奄美群 島各地域 の 日照時間の推移

第5図 奄美群島各地域の平均風速の推移

屋久島

名瀬

沖永良部

与論

鹿児島
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秋 冬 季 は 温 暖 で 徳 之 島 ≧ 奄 美 大 島 〉屋 久 島 〉鹿 児 島 の 順 で あ る。 次 い

で 、降 雨 量 を み る と(第3図)、 島 に よ る 差 が 大 き く 、奄 美 大 島=3,000mm、

徳 之 島=2,000mmで あ る が 、他 の 島 は1,500mm前 後 で 夏 季 に は 干 ば つ の

被 害 を 受 け る 年 も あ る 。

年 間 の 日照 時 間(第4図)は 、 降 雨 が 多 い 奄 美 大 島 と徳 之 島 で は 約

1,500時 間 、 そ れ 以 外 の 島 で は2,000時 間 以 上 あ る 。

さ ら に 、奄 美 群 島 で は 年 間 を 通 して 風 が 強 く(第5図)、 年 間 平 均 風

速 は5m以 上(鹿 児 島 は2～3m)で あ り、 島間 を 比 較 す る と、 与 論 島

≧沖 永 良 部 島 〉 徳 之 島 〉奄 美 大 島 と な っ て い る。

2-1.気 象 条 件 と農 業 との 関 係

以 上 の よ うに 、 奄 美 群 島 で は 秋 冬 季 に 温 暖 な 気 象 条 件 で あ る こ と か

ら温 帯 作 物 の 秋 冬 季 の 促 成 栽 培 の 他 、熱 帯 ・亜 熱 帯 作 物 の 適 地 で あ り、

ま た サ ト ウ キ ビ の 栽 培 や 秋 冬 季 も飼 料 作 物 が 豊 富 に 確 保 で き る こ と か

ら作 物 栽 培 と 肉 用 牛 の 複 合 経 営 も 可 能 で あ る。 一 方 、 年 降 雨 量 が 多 い

島 で は 日照 不 足 と相 ま っ て 、 作 物 の 軟 弱 ・徒 長 、 病 虫 害 多 発 を 招 い た

り、 平 均 風 速 が 高 い こ と は 作 物 保 護 の た め の 防 風 対 策 や 、 台 風 に も耐

え る強 度 の 高 い 施 設 が 必 要 で あ っ た り、 降 雨 量 の 少 な い 島 で は 干 ば つ

の 被 害 対 策 の た め の 畑 地 か ん が い 施 設 の 整 備 が 必 要 で あ っ た りす る 。

3.奄 美 群 島 の 産 業 構 造

奄 美 群 島 の 産 業 構 造 を み る と(第6図)、 総 生 産 額 は 第3次 産 業 が

最 も多 く 、第1次 産 業 は 圧 倒 的 に少 な い 。郡 民 所 得 は200万 円 前 後 で 、

国 や 県 に 比 べ て や や 低 い(第7図)。

第3次 産業

第2次 産業

第1次 産業

H.11　 H.12　 H.13

第3次 産業 2622 2674 2741

第2次 産業 654 571 556

第1次 産業 197 176 177

第6図 奄 美群 島 内総 生産(億 円)
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郡/県

郡/国

郡民所
得/人

第7図 奄美群島内の郡民所得 の推移

4.奄 美群 島 の農 業 の現 状

4-1.奄 美 群 島 の農 家 戸数 と専 業農 家 割 合

奄 美 群 島 にお け る農 家 戸数 は急 激 に減 少 して い る。 しか し、 専業 農

家 の割 合 は 昭和50年 以 降 ほ とん ど横 ば いで あ り、専業 農家 の割 合 は増

加 してい る(第8図)。 島別 お よび 市 町村 別 の1戸 当た り農 業 経 営 面積

は 、 山地 が 多 い 大 島本 島で 非 常 に小 さ く、 喜 界 島 、沖 永 良部 、徳 之 島

で は大 き く、各 市 町村 にお け る1農 家 あ た りの耕 地 面 積 も同様 の傾 向

農家戸
数

専業農
家

専業農
家割合

第8図 奄美群島における農家戸数 、専業農家の推移

で あ る(第9、10図)。 奄 美 群 島 の年 齢別 農 業 従事 者 は全 体的 に高齢 化

が進 んで い る が、徳 之 島や 沖永 良 部 島 で は比較 的壮 年層 が多 い(第11

図)。
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奄美本島 喜界島 徳之島 沖永良部島 与論島 奄美群島計

第9図 奄 美群 島 の島別 の1農 家 あ た り経 営面 積(ha)

第10図 奄 美 群 島各 市 町村 別 の1農 家 あた りの耕 地 面積(ha)

奄美本島

徳之島

与論島

喜界島

沖永良部島

第11図 奄美群島の島別の年齢別の農業従事者
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4-2.奄 美 群 島の 作物 別 作付 け面 積

奄 美 群 島 の 各 島別 の作 物別 耕 地面 積(第2表)と 作 物 別 の粗 生産 額

の 推 移(第

3表)を み

る と 、 い ず

れ の 島 で も

サ トウキ ビ

の 作 付 け 面

積 が 圧 倒 的

に 多 く、 収

益 性 は 低 い

も の の

土 地 利

用 面 か

らみ る

とサ ト

ウ キ ビ

が 基 幹

作 物 で

あ る。

第2表 奄美群島の島別の作物別耕地面積(ha)

奄美本島喜界島 徳之島 沖永良部 与論島 合計
水稲 13 0 1 0 4 18

サトウキビ 861 1723 4941 1470 622 9616

甘藷 81 3 28 6 2 120

落花生 15 1 55 25 1 97

たばこ 0 0 0 144 0 144

野菜 303 19 862 1142 82 2408

果樹 476 26 119 9 4 634

花き 34 21 9 347 11 422

飼料作物 161 185 812 580 230 1969

奄美諸島計 1944 1978 6828 3722 956 15428

第3表 奄美群島の農業粗生産額の推移(億 円)

S.50 S.60 H.2 H.7 H.12 H.13 H.14

普通作物 8.5 2.9 3.7 6.5 2.2 2.5 1.5

サトウキビ 89.8 154.8 118.8 100.6 90.0 97.3 83.9

野菜 ・果樹 ・花き 38.7 94.9 147.1 164.2 135.5 121.8 147.8

その他 1.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

肉用牛 18.7 22.3 34.5 35.3 40.7 35.7 42.2

豚 18.7 12.5 4.3 4.0 2.0 2.0 2.2

鶏 3.6 3.5 2.7 2.6 2.6 2.6 2.5

その他 1.0 1.0 1.5 1.3 0.8 0.9 0.8

養蚕 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 180.7 293.4 312.6 314.5 273.8 262.7 280.9

園 芸 作 物(野 菜 、花 き 、果 樹)の 面 積 は 少 な い が 、粗 生 産 額 は 大 き く、

収 益 性 は 高 い 。 家 畜 で は 肉 用 牛 の 飼 育 頭 数 の 増 加 に 伴 っ て 、 飼 料 作 物

の 作 付 け も増 加 して い る。

4-3.奄 美 群 島 の 農 業(作 物)生 産

前 述 した よ う に 、奄 美 群 島 の 作 物 生 産 で は サ トウ キ ビ と園 芸 作 物(野

菜 、 花 木 、 果 樹)が 中 心 とな っ て い る 。 そ の うち 、 サ トウ キ ビ の 栽 培

面 積 は 多 い が 、 総 生 産 額 は 低 い 。

4-3-1.サ トウ キ ビ

サ ト ウ キ ビ は 収 穫 面 積 、 生 産 量 と も 減 少 して お り、 反 収 は 漸 減 ま た

は 横 ば い で あ る(第12図)。 各 島 別 の 収 穫 面 積 を み る と(第13図)、

徳 之 島 で 最 も大 き く 、 次 い で 喜 界 島 〉沖 永 良 部 島 〉 大 島
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収 穫 面 積(h)

反 収(kg/10a)

生 産 量(万ton)

第12図 奄 美 群 島 にお け るサ トウキ ビの 生産 の 推移

奄美本島

徳之島

与論島

喜界島

沖永良部島

第13図 奄 美 群 島 各 島 のサ トウキ ビ収穫 面 積 の 推移

〉

与

論

島

の

順

で

あ
奄美本島 喜界島 徳之島 沖永良部島 与論島

第14図 奄 美群 島各 島 別1農 家 あた りサ トウキ ビ栽 培 面積(平 成14年)
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り、い ず れ の 島 で も 昭 和55年 か ら 平 成7年 ま で は 減 少 し、以 後 は 糖 業

振 興 政 策 に よ り漸 増 し て い る。平 成14年 の1農 家 当 た り経 営 面 積 は 喜

界 島 〉 徳 之 島 〉 沖 永 良 部 島 〉大 島 本 島 〉 与 論 島 の 順 で あ る(第14図)。

奄 美 群 島 の サ ト ウ キ ビ 産 業 の 現 状 に つ い て ま と め る と、 サ トウ キ ビ

の 生 産 は 平 成3年 以 降 減 少 傾 向 に あ る が 、 奄 美 群 島 で は 全 耕 地 面 積 の

64%以 上 を 占 め る 基 幹 作 目で あ り、 平 成10年 に 「さ と うき び 生 産 改 善

計 画 」 が 策 定 され た こ と に よ り、 生 産 条 件 の 整 備 、 規 模 拡 大 、 組 織 課

に よ る 担 い 手 育 成 、 機 械 化 の 推 進 、 優 良 品 種 の 育 成 ・普 及 が 目標 と さ

れ よ う に な っ た 。 さ ら に 、 平 成13年 か らは 「新 さ と うき び ・糖 業 再 活

性 化 計 画 」 が 策 定 され た 。 そ の 中 で 、 喜 界 島 で は 地 下 ダ ム を建 設 し、

潅 水 施 設 を 整 備 して サ トウ キ ビの 安 定 生 産 を 目指 な ど し て い る。

4-3-2.野 菜

次 い で 、 野 菜 の 生 産 を み る と(第15図)、 生 産 全 体 は横 ば い で あ る 。

主 要 な 野 菜 は バ レイ シ ョ と石 川 サ トイ モ で あ る。 そ の う ち 、 バ レイ シ

ョ(早 掘 り)の 増 加 は 著 し く 、 平 成7年 度 に は 沖 永 良 部 の バ レ イ シ ョ

は 「鹿 児 島 県 ブ ラ ン ド」 の 指 定 を 受 け た 。 石 川 サ トイ モ の 栽 培 は 最 近

減 少 して い る(第16図)。 主 要 野 菜 で あ る バ レイ シ ョ と石 川 サ トイ モ

栽培面積(ha)

生産額(百 万円)

生産量(ton)

第15図 奄 美群 島の 野 菜 の生 産 の推 移

の 栽 培 面 積 を 市 町 村 別 に み る と(第17図)、 バ レイ シ ョは 知 名 町 〉和

泊 町 〉 伊 仙 町 〉天 城 町 〉 徳 之 島 町 の 順 で あ り、 石 川 サ トイ モ は 与 論 町

〉和 泊 町 〉徳 之 島 町 〉知 名 町 の 順 で あ る 。そ の 他 、イ ン ゲ ン 、メ ロ ン 、

カ ボ チ ャ 、 ス イ ー トコ ー ン な ど の 輸 送 野 菜 が 栽 培 され て お り、 収 益 性
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バ レイショ

石 川 サ トイモ

インゲン

カボ チャ

スイー トコーン

メロン

第16図 奄美群島の野菜の種類別栽培面積 の推移

バレイショ

石川サ トイモ

第17図 バ レイ シ ョと石川 サ トイモの市町村別栽培面積

は 高 い が、 労働 集 約 性 も高 く、価 格 変 動 も大 き く、輸 送 コス トも高い

こ とか ら、 高齢 化 に伴 い 栽 培 面積 が減 少 して い る。 主 産 地 は 与論 町 と

沖永 良部 の知 名 町 で あ る。

奄 美 群 島 の 野菜 生 産 につ い て ま とめ る と、 野菜 栽 培 は輸 送 野菜 と 自

給野 菜 に大 別 され 、輸 送 野 菜 の収 益 性 は非 常 に 高 い 、 しか し価 格 は不

安 定 で あ り、 輸送 コス トが 高 い こ とがネ ックで あ る。 野 菜 の うち 、バ

レイ シ ョは最 も重要 な作 目で あ り、 主産 地 の 沖永 良部 と徳 之 島 で は栽

培 面 積 は増加 して い る。 石川 サ トイ モ は平 成3年 を ピー クに栽 培 は減

少 して い る。 輸 送野 菜 で あ るイ ンゲ ン の収 益性 は 高 い が、 平成6年 を
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ピー ク に 栽 培 は 減 少 し て い る 。 そ の 他 に カ ボ チ ャ 、 ス イ ー トコ ー ン 、

メ ロ ン 、 ニ ガ ウ リが 生 産 され て い る。

4-3-3.花 き

奄 美 群 島 の 花 き の 生 産 に つ い て み る と(第18図)、 切 り花 の 栽 培 面

積 と生 産 額 が 急 激 に 増 加 し、 球 根 の 栽 培 面 積 は 減 少 し て い る。 市 町 村

切り花栽培面積(ha)

切り花生産額(百 万円)

球根栽培面積(ha)

球根生産額(百 万円)

観葉植物栽培面積(ha)

観葉植物生産額(百 万円)

第18図 奄 美 群 島 の花 き生 産 の推 移

別 の 切 り花 の 栽 培 面 積(平 成14年 度 の 栽 培 面 積)を み る と、 キ ク は 和

泊 町(98.1ha)〉 喜 界 町(19.4ha)〉 与 論 町(4.8ha)、 グ ラ ジ オ ラ ス は 知 名

町(42.Oha)〉 和 泊 町(30ha)、 ユ リ は 和 泊 町(21.Oha)〉 知 名 町(17.Oha)、

ソ リ ダ コ は 和 泊 町(28.Oha)〉 知 名 町(16.Oha)〉 与 論 町(6.Oha)の 順 に

集 中 して い る(図 表 は 示 さ な か っ た)。 球 根 と観 葉 植 物 で は 、 ユ リは 和

泊 町(121.Oha)〉 知 名 町(101.Oha)、 フ リー ジ ア は 和 泊 町(6.Oha)〉 知 名

町(3.Oha)、 観 葉 植 物 は 笠 利 町(13.Oha)〉 名 瀬 市(11.Oha)に 集 中 して い

る。 こ の よ うに 、 奄 美 群 島 の 花 き は 、 特 に 、 ユ リや ソ リ ダ コ を 中 止 に

収 益 性 は 高 い が 、 輸 送 コ ス トの 高 さや 高 齢 化 に よ り栽 培 は 伸 び 悩 ん で

い る 。

奄 美 群 島 の 花 き 生 産 に つ い て ま と め る と、 切 り花 の 収 益 性 は 非 常 に

高 く 、 キ ク は 沖 永 良 部 島 、 喜 界 島 、 与 論 島 を 中 心 に 電 照 栽 培 の 導 入 と

作 付 け が 増 加 して い る 。 ユ リは 沖 永 良 部 島 、 与 論 島 を 中 心 に し て 安 定

し た 生 産 が 続 い て い る 。 グ ラ ジ オ ラ ス は 沖 永 良 部 島 で の 露 地 栽 培(軽
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労 力)が 多 い 。 ソ リ ダ コ は 高 単 価 で あ り、 沖 永 良 部 島 、 与 論 島 を 中 心

に し て 栽 培 が 拡 大 し て い る 。 球 根 は ユ リ、 フ リー ジ ア と も に 減 少 して

い る 。

4-3-4.果 樹

奄 美 群 島 の 果 樹 の 生 産 に つ い て み る と(第19図)、 昭 和55年 か ら平

収穫面積(ha)

生産 量(ton)

生産 額(百 万円)

第19図 奄美群 島の果樹生産 の推移

成2年 まで は 、栽培 面積 、 生産 量 とも伸 び て きた が、 平成 に なっ て か

らは停 滞 してい る。 果 樹 の種 類 別 の栽 培 面積 の推 移 に
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タンカン

ポンカン

スモモ

ビワ

第20図 奄 美 群 島 にお け る主要 果 樹 の栽 培満 席 の推 移

つ い て み る と(第20図)、 タ ン カ ン は 昭 和55年 か ら平 成12年 ま で 直

線 的 に 増 加 した が 、 そ の 後 約300haで ほ ぼ 一 定 に な っ た 。 同 じカ ン キ

ツ 類 で も ポ ン カ ン は 平 成2年 か ら平 成8年 ま で 減 少 し、平 成12年 以 降

か ら

の栽 培 面 積 は ほ ぼ横 ばい で あ る。 そ の ポ ンカ ン と熱 帯 性 ス モ モ(花 螺
り

李)は 島 内 消 費 が 中 心 で 栽 培 面 積 は 約100haで あ る 。 ビ ワ は 平 成2年

を ピー ク に 激 減 し た 。 奄 美 群 島 で は 、 温 暖 な気 象 条 件 を 生 か し て 、 今

パッションフルーツ

マンゴー

アテモヤ

その他

第21図 奄美 群 島 にお け る主 要 亜熱 帯 果樹 の栽 培満 席 の推 移

後 亜 熱 帯 果 樹 の 導 入 ・普 及 と 生 産 増 が 望 ま れ る が 、 パ ッ シ ョ ン フ ル ー

ツ とマ ン ゴー は 漸 増 し て い る(第21図)。 そ の 他 、グ ア バ 、ゴ レ ン シ 、

パ イ ナ ップ ル 、 パ パ イ ヤ な ど の 導 入 ・試 作 も行 わ れ て い る(第4表)。
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第4表 奄美群島で栽培されている市町村別の亜熱帯果樹の種類(平成14年)

名瀬市 バナナ、パッションフルーツ、グアバ

大和村
宇検村 パッションフルーツ

瀬戸内町 バナナ、パッションフルーツ、パパイヤ、マンゴー、パイナップル

住用村
"0、

ハ ツションフル ー ツ、マンゴ ー

龍郷町 バナナ、パッションフルーツ、パパイヤ、グアバ、マンゴー

笠利町 バ ナナ 、パ ッションフルー ツ、グアバ 、マンゴー

喜界町 バ ナナ 、パ ッションフル ー ツ、グアバ 、マンゴー

徳之島町 バナナ、パッションフルーツ、パパイヤ、マンゴー、アテモヤ

天城町 パッションフルーツ、マンゴー、パイナップル

伊仙町 パ ッションフル ー ツ、グアバ 、マンゴー

和泊町 マンゴー 、パイナップル 、ドラゴンフルーツ

知名町 パ ッションフル ー ツ、マンゴー

与論町 パ ッションフル ー ツ、マンゴー 、アテモヤ 、ゴ レンシ

タンカン

ポンカン

スモモ

第22図 奄美群島にお ける主要果樹の市町村栽培面積

パ ッションフル ーツ

マンコー

第23図 奄美群 島にお ける主要亜熱帯果樹の市町村栽培 面積

主 要 果樹 の市 町村 別 栽培 面積 を市 町村 別 にみ る と(第22図)、 タ ン
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カ ン は 名 瀬 市 〉徳 之 島 町 〉 住 用 村 〉龍 郷 町 〉瀬 戸 内 町 、 ポ ン カ ン は 住

用 村 〉 名 瀬 市 〉瀬 戸 内 町 〉 宇 検 村=徳 之 島 町 、 ス モ モ(花 螺 李)は 大

和 村 〉 名 瀬 市 の 順 で あ り、 亜 熱 帯 果 樹 で は パ ッ シ ョ ン フ ル ー ツ が 龍 郷

町 〉名 瀬 市 〉 笠 利 町 〉 瀬 戸 内 町 、 マ ン ゴ ー が 天 城 町 〉 伊 仙 町=喜 界 町

の 順 で あ る(第23図)。

奄 美 群 島 の 果 樹 生 産 に つ い て ま と め る と、 タ ン カ ン とポ ン カ ン の カ

ン キ ツ 類 が 基 幹 果 樹 で あ り、 そ れ ら の 主 産 地 は 大 島 本 島 と徳 之 島 で あ

る。 カ ン キ ツ類 の うち 、 タ ン カ ン は 温 暖 な 気 象 条 件 を 生 か して 高 品 質

果 実 が 生 産 で き る た め に 栽 培 面 積 と生 産 量 が 増 加 し て き た 。 ポ ン カ ン

は 島 内 消 費 で 栽 培 面 積 、生 産 量 と も に 停 滞 して い る 。熱 帯 性 ス モ モ(花

螺 李)の 栽 培 面 積 も停 滞 して い る。 トロ ピ カ ル フ ル ー ツ の う ち 、 パ ッ

シ ョ ン フ ル ー ツ は 大 島 本 島 、 マ ン ゴー は 徳 之 島 と喜 界 島 が 栽 培 の 中 心

で あ る が 、い ず れ の 地 域 で も 、今 後 新 規 の トロ ピ カ ル フル ー ツ の 試 作 ・

導 入 が 目標 で あ る。 そ の 他 、 拡 散 防 止 が 課 題 で あ る。 特 に 、 大 島 本 島

以 外 は グ リー ニ ン グ 病 の 汚 染 地 域 に な っ て い る の で 、 奄 美 本 島 へ の 拡

大 防 止 対 策 が 重 要 ・急 務 で あ る 。

4-4.奄 美 群 島 の 畜 産

4-4-1.牛

肉 用 牛 と繁 殖 雌 牛 の 飼 育 頭 数 お よび 子 牛 生 産 と も に 伸 び て い る 。 特

に 、肉 用 牛 は 昭 和55年 か ら平 成7年 に か け て 大 幅 に 増 加 して い る(第

肉用牛

繁殖雌牛

子牛生産

第24図 奄美群 島の牛の飼育頭数 の推移
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24図)。 市 町 村 別 の 牛 飼 育 頭 数 を み る と伊 仙 町 〉

肉用牛

繁殖雌牛

子牛

第25図 奄 美 群 島 各市 町 村 の牛 の飼 育頭 数

天 城 町 〉 与 論 町 〉和 泊 町 〉 徳 之 島 町 〉 喜 界 町 の 順 に 多 く、 徳 之 島 町 の

徳 之 島 の 飼 育 頭 数 が 多 く、 そ れ ら の 市 町 村 で は 飼 料 作 の 経 営 面 積 も平

均2ha以 上 と大 き い(第25図)。

4-4-2.養 豚

奄 美 群 島 の 養 豚 は 、 か つ て は`島 豚'と 呼 ば れ る種 類 を 中 心 に して

各 家 庭 で 盛 ん に 飼 育 され て い た が 、昭和55年 以 降 平 成2年 ま で 急 激 に

減 少 し、平 成12年 以 降 現 在 ま で 生 産 豚 数 が4,000頭 未 満 、繁 殖 雌 豚 も

300頭 未 満 の 少 な い 飼 育 頭 数 で 推 移 し て い る(第26図)。

奄 美 群 島 の 畜 産 の 現 状 に つ い て ま と め る と、 畜 産 生 産 の う ち 特 に 肉

生産頭数

繁殖雌頭数

第26図 奄美群 島の養豚飼育数の推移
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用 牛 の 飼 育 が 増 加 し て い る 。 特 に 、 大 島 本 島 以 外 の 島(徳 之 島 〉 沖 永

良 部 島 〉 与 論 島 〉喜 界 島 〉)で の 飼 育 が 多 く 、 そ れ ら の 島 の1戸 当 た

り飼 料 作 耕 地 面 積 も増 加 して お り、 平 均 で2ha以 上 で あ る。 一 方 、 戦

後 盛 ん で あ っ た 養 豚 は 急 激 に 減 少 し て い る 。 そ の 他 の 家 畜 と して 、 山

羊 、 鶏(採 卵 鶏)が 飼 育 され て い る。

4-5.奄 美 群 島 の 農 業 の 現 状 の ま とめ

サ ト ウ キ ビ は 奄 美 群 島 地 域 経 済 を 支 え る 基 幹 作 物 で あ り、 収 益 性 は

低 い が 、 作 りや す く 、 自然 災 害 に も 強 い 安 定 し た 奄 美 地 域 の 気 象 条

件 に 合 致 した 作 物 で あ る 。 一 方 、 野 菜 、 花 き 、 果 樹 の 園 芸 作 物 は 労 働

集 約 性 が 高 く 、 し か も 収 益 性 も 高 い が 、 日持 ち が 低 い こ とか ら輸 送 費

用 が 高 い ば か りで な く、 需 要 と供 給 の 関 係 に よ っ て は 価 格 変 動 も大 き

い た め に 、 奄 美 群 島 に お け る 作 付 け 面 積 は 大 き く変 動 して い る。 肉 用

牛 は 気 象 災 害 に も 強 く 、 規 模 拡 大 が で き る の で 増 加 して い る 。

奄 美 群 島 の 農 業 全 体 の 現 状 を み る と、 離 島 で あ る こ とか ら輸 送 コ ス

トが 高 い こ と 、 農 家 の 高 齢 化 の 進 展 が 大 き い こ と が 最 大 の 不 安 要 因 と

な っ て い る 。

4-6.奄 美 群 島 各 島 別 の 農 業 の 現 状

奄 美 群 島 の 農 業 の 現 状 に つ い て 各 島 別 に み る と 、 大 島 本 島 は 山 林 が

多 い た め に耕 作 可 能 な 土 地 も 少 な い こ とか ら、1戸 当 た り耕 地 面 積 は

平 均 で81aと 最 も 小 さ い 。 本 島 北 部 は サ トウ キ ビ 中 心 で 露 地 野 菜 と畜

産 の 農 業 で あ り、 中 南 部 も サ トウ キ ビ が 中 心 で あ る が 、 果 樹(カ ン キ

ツ 類 とそ の 他 亜 熱 帯 果 樹)の 農 業 形 態 で あ る こ と が 特 徴 で あ る。 喜 界

島 は 平 坦 な 島 で あ る こ とか ら 、1戸 当 た り耕 地 面 積 は265aと 最 大 で あ

る。 農 業 形 態 と し て は サ トウ キ ビ が 中 心 で 、 加 え て 肉 用 牛 、 野 菜(ト

マ ト)、 花 き(キ ク)お よび 果 樹(タ ン カ ン 、 マ ン ゴ ー)と 多 様 な 農 業

形 態 に な っ て い る。 な お 、 喜 界 島 で は 畑 地 か ん が い 用 の 地 下 ダ ム が 建

設 され 、 サ トウ キ ビや 野 菜 等 の 生 産 性 向 上 を 図 ろ う と して い る。 徳 之

島 も平 地 が 多 く、1戸 当 た り耕 地 面 積 は205aと 大 き い 。農 業 形 態 と し

て は 、 サ トウ キ ビ が 中 心 で 、 バ レイ シ ョ、 石 川 サ トイ モ 、 肉 用 牛 お よ

び 果 樹(タ ン カ ン と マ ン ゴ ー)と 多 様 で あ る。 沖 永 良 部 島 も 平 坦 地 が

多 く、1戸 当 た り耕 地 面 積 は230.4aと 大 き い。農 業 形 態 で は 、花 き(キ

ク 、 ユ リ、 グ ラ ジ オ ラ ス 、 ソ リダ コ)、 バ レイ シ ョ(県 ブ ラ ン ドに 指 定
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され てい る)、 石 川 サ トイ モ 、 イ ン ゲ ンお よび葉 た ば この 生 産 が多 い 。

与論 島 も平 坦 地 が 多 い が、 島 の 面積 が小 さい こ とか ら1戸 当た り耕 地

面積 は112aと 中程 度 で あ る。農 業 形 態 で はサ トウキ ビが 中心で あ るが、

石 川 サ トイ モ 、 イ ン ゲ ン、 肉用 牛 、花 き(キ ク、 ソ リダ コ)な ど多様

で あ る。

5.奄 美群 島 の農 業 の将 来

奄 美 群 島 の農 業 の安 定 と発 展 の た め には 、 まず 基 幹 作 物 で あ る サ ト

ウキ ビにお け る安 定 的 な生 産体 制 の構 築 が 求 め られ る。そ のた めに は、

機 械 化 、担 い 手 へ の農 地 利 用集 積 に よ る規模 拡 大 、計 画 的 な 生 産 、優

良 品種 の育 成 ・普 及 な どが 重 要 で あ る。 野 菜 、花 き 、果 樹 等 の 園芸 作

物 で は、 温 暖 な 亜熱 帯 性 気 候 を生 か し、 生 産性 の 向上 と高 品 質化 が重

要 な課 題 で あ る。 そ の た め に、 生産 者 組 織 の 充 実 ・強 化 と共 同 出荷 体

制 の確 立 、 輸 送 コス トの低 減 、 フ リー ザ コ ンテ ナ輸 送 な どに よ る品質

保 持 出荷 な どが必 要 とな る。 畜 産 で は、 低 コス トで高 品質 な 肉 用牛 生

産 が求 め られ る。 さ らに、 サ トウキ ビや 園 芸 との複 合 経 営 、 豊 富 な草

資源 の活 用 と飼 養 技 術 の 向上 、低 コス ト生 産 な どに よ る経 営 体 質 の強

化 な ども重 要 な課 題 で あ る。 ま た 、農 業 基盤 整 備 と営 農 支 援 体制 の充

実 も必 要 で あ り、 そ の た めの 畑 地灌漑 、 区画整 理 に よ る乾 燥 害 、 台風

害 な どの軽 減 、営 農 情報 や 営農 支 援 に よる安 定 生産 な ども求 め られ る。

そ の他 、環 境 にや さ しい 農 業 の推 進 も課 題 で あ り、健 全 な 土 作 りの工

夫や 集 落 営農 再構 築 を 図 りな が ら、 高齢 者 と後継 者 の提 携 に よ る地 域

農 業 の活 性 化 、 消費 者 と連 携 した環 境 にや さ しい農 業 、農 村 作 りな ど

も重 要 で あ る。
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